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第１章 背景	
高校期におけるサッカー環境として,“東

京都の高校のサッカー部”の需要は非常に

高いと言える.しかし,大多数のサッカー競

技者が高校卒業後にサッカーを継続せず

(笠野 2010),サッカーへの参加率は学校期

を過ぎると激減する傾向にある(図２).豊

かなスポーツライフを構築できる人材育成

の場,日本サッカーの普及,というような高

校のサッカー部環境への機能的な期待があ

る中,その機能や効果について,検討の必要

があると言える状況である.	

第２章 研究の目的	
本研究は,高校期のサッカー経験におい

て,高校卒業後のサッカー継続・実施と関連

のある要因を明らかにすることを目的とし

て,仮説①,②,③の検証を試みる.		

①高校期での競技成績満足度,②高校期

での試合数満足度（レギュラー状況・リー

グ戦開催状況）,③高校期での部活動への執

着の度合い（どれだけサッカー部の活動に

打ち込んだか）	

また,本研究は,東京都のサッカー強豪校

１校の OB に調査対象を限定することによ

り,コホート内ケースコントロール研究で

の理論的アプローチを行うことで,”バイア

スの回避”が極力なされた上での分析を可

能とし,サッカー実施率向上に向けてより

具体化された示唆を得ることや,より同質

なスポーツ集団への応用が期待できる.	

第３章 方法	
東京都私立 A 高校男子サッカー部の卒業

生を対象として Web 上でのアンケート調査

を実施した.171 名を有効回答とし,回収率

は 17.8%であった.	

調査項目は,(1)人口統計学的要因：年齢,	

婚姻状況,	扶養中の子供の有無,	居住地域,	

就労形態,	労働時間,	経済的豊かさ,(2)運

動実施規定要因：ソーシャルサポート（社

会的要因）,セルフエフィカシー（心理的要

因）,	サッカー施設までの交通の便（環境

的要因）,(3)現在のサッカー実施状況：習

慣的実施,	非習慣的実施,	非実施,(4)部活

動経験：競技成績の満足度,レギュラー状況,	

部活動コミットメント,	リーグ戦の開催状

況,	試合数の満足度とした.	

第４章 結果	
表１にサンプルの属性をまとめた.	

(表１)	

	
	 次に,目的変数と説明変数のクロス集

計,t 検定の結果を表２・表３にまとめた.

サッカーの習慣的実施と説明変数との関連

は見出されず,仮説は棄却された.	

(表２)	
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(表３)	

	
次に,多変量解析による相関行列におけ

る検討によりモデルを設定し,二項ロジス

ティック回帰分析を行なった.その結果を,

表４・表５にまとめた.	

モデル①（表４）では,セルフエフィカシー

のみが,他の変数を統制した上でも有意な

値を示し,その他の変数において有意な差

はみられなかった.	

(表４)二項ロジスティック回帰分析①	

	
モデル②（表５）では,ソーシャルサポート

（社会的要因）と,交通の便が良い場所にサ

ッカー施設があるかどうか（環境的要因）

が有意な値を示した.従属変数と,高校期の

サッカー経験における要因との関連は見ら

れず,現在のスポーツ行動を規定する要因

との関連がみられる結果となった.	

(表５)	

	

第５章 考察	
サッカーの習慣的実施者においても,現

在のスポーツ行動規定要因における影響を

強く受けることが伺える結果となった.こ

の結果は,スポーツへの社会化やスポー

ツ・運動実施規定要因に関する先行研究（荒

井ほか 1977,岡ほか	2011,渡辺ほか 2014）

を支持するものであった.この結果から,今

後,セルフエフィカシーの向上に影響のあ

るスポーツ経験についての検討を行うこと

でさらに有用な示唆を得られることも考え

られる.サッカー実施状況と,部活動への積

極的な参加との関連が見られなかったこと

については,運動部活動環境における課題

として議論が行われているバーンアウトの

問題（吉田 1994,横田 2002）や,	学校期の

区切りが,スポーツ実施の区切りにもなり

得る青年期のスポーツシステムの構造によ

る弊害が,積極的に部活に参加している部

員においても影響している可能性も考えら

れる.	

第６章 結論	
本研究では,サッカーの継続・実施と高校

期の部活動におけるサッカー経験との関連

を明らかにすることを目的に,A 高校サッ

カー部の卒業生 171 名を対象としてアンケ

ート調査を行なった.本研究における仮説

は棄却される結果となったが,サッカーの

習慣的実施には,特にセルフエフィカシー,

ソーシャルサポート,交通の便の良い場所

にサッカーのできる施設があるかどうか,

の要因が影響を与えることが明らかになっ

た.	

学校期後のサッカーの実施率向上に向け

ては,学校スポーツ環境における機能的効

果の検討と並行して,学校を卒業した途端

にサッカーができる場所・仲間・時間と疎

遠になる日本のスポーツ環境の機能につい

ても十分検討を行い,策を講じていく必要

があると考えられる.
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